
●伊
いれいばるいせき

礼原遺跡が、平成２２年２月２２日に国指定史跡となりました。(写真は平成12年の確認調査状況写真)

　伊礼原遺跡は、縄文時代から戦前まで連綿と人々が生活をしていた痕跡が確認され、県内では例を見ない

貴重な遺跡です。町では、国指定史跡を記念して、ちゃたんニライセンターで「国指定史跡 伊礼原遺跡展」

(平成22年4月9日から18日まで)を開催します。
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北谷町保健相談センター

◆健康だより◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　北谷町保健相談センター　℡ 936-4336

　平成２２年度の集団予防接種は下記のとおり実施いたします。

　対象者には予防接種の案内が届きますので、対象年齢になったら早めに接種下さい。

※ＭＲ ( 麻しん・風しん )、ＤＰＴ、日本脳炎は指定医療機関で実施しています。

●平成２２年度の定期予防接種の日程について

平成２２年度 集団予防接種のご案内

接種種類 日　程 受付時間 対象者月齢 場所 発 送 日

ポリオ

（春期①）
５月12日(水) 14：00～15：00

平成21年７月１日～平成21年12月７日

保 

健 

相 

談 

セ 

ン 

タ 

ー

４月30日(金)

平成20年７月１日～平成20年９月30日

平成16年４月２日～平成17年２月１日

ポリオ

（春期②）
５月13日(木) 14：00～15：00

平成20年12月10日～平成21年６月30日

平成20年10月１日～平成20年12月９日

平成17年２月２日～平成17年11月１日

ＢＣＧ ６月４日(金) 14：30～15：30 平成21年12月８日～平成22年３月５日 ５月21日(金)

Ｄ　Ｔ ７月29日(木) 14：00～15：00 平成10年４月２日～平成11年４月１日 ７月９日(金)

ＢＣＧ ９月３日(金) 14：30～15：30 平成22年３月６日～平成22年６月４日 ８月20日(金)

ポリオ

（秋期①）
10月13日(水) 14：00～15：00

平成21年12月８日～平成22年５月31日

９月24日(金)

平成20年12月10日～平成21年２月28日

平成17年11月２日～平成18年８月１日

ポリオ

（秋期②）
10月14日(木) 14：00～15：00

平成21年７月１日～平成21年12月７日

平成21年３月１日～平成21年６月30日

平成18年８月２日～平成19年７月１日

ＢＣＧ 12月２日(木) 14：30～15：30 平成22年６月５日～平成22年９月３日 11月19日(金)

    ＢＣＧ        ３月１日(火) 14：30～15：30 平成22年９月４日～平成22年12月２日 ２月18日(金)

平成２２年度 子宮がん・乳がん検診のご案内
①対 象 者：(１)子宮がん検診・・・２０歳以上で前年度未受診の北谷町民

　　　　　　(２)乳がん検診・・・・４０歳以上で前年度未受診の北谷町民

　　　　　　※人間ドックや職場、学校などで検診を受ける方は対象外です。

②受 け 方：４月末に届く「住民健康診査実施のお知らせ」をご覧下さい。

　　　　　　※対象者で通知が届かなかった方はご連絡下さい。

③実施期間：平成２２年５月１日～平成２３年１月３１日まで

２年に１度は子宮がん・乳がん検診を受けましょう。
お問い合わせ：北谷町保健相談センター　℡　９３６－４３４４

広報　ちゃたん　　　２



税務課関係

北谷町保健相談センター

平成２２年度 集団健診のご案内
①対 象 者：１８歳以上の北谷町民
　　　　　　※人間ドックや職場、学校などで健診を受ける方は対象外です。
②受 け 方：４月末に届く「住民健康診査実施のお知らせ」をご覧下さい。
　　　　　　※対象者で通知が届かなかった方はご連絡下さい。

月 日 場所 受付時間 預かり保育 バリアフリー 予定人数

１

５月

５月１９日(水) 上勢区公民館①

ＡＭ８：００

～

ＡＭ１０：３０

× 有り １１０

２ ５月２０日(木) 上勢区公民館② × 有り ９０

３ ５月２７日(木) 謝苅区公民館 × 有り ８０

４ ５月３０日(日) 北谷町役場 有り 有り １００

５

６月

６月１６日(水) 北前区公民館 × 有り １１０

６ ６月１８日(金) 桃原区公民館 × × １００

７ ６月２１日(月) 砂辺区公民館 × 有り １２０

８ ６月２４日(木) ニライセンター① × 有り １３０

９ ６月２５日(金) ニライセンター② × 有り ８０

１０ ６月２７日(日) 保健相談センター① 有り 有り １００

１１

７月

７月　５日(月) 北玉区公民館 × × ８０

１２ ７月１１日(日) 保健相談センター② 有り 有り １００

１３ ７月２０日(火) 宮城区公民館① × 有り １３０

１４ ７月２１日(水) 宮城区公民館② × 有り ７０

１５

８月

８月１４日(土) 美浜区公民館 × 有り ７０

１６ ８月１７日(火) 栄口区公民館① × 有り １２０

１７ ８月１８日(水) 栄口区公民館② × 有り ８０

１８ ８月２９日(日) 保健相談センター③ 有り 有り １７０

●ご自分の行政区以外でも受診できます。希望の場所、日時で受診ください。
●台風の場合には中止いたします。
●公民館には十分な駐車場がありません。車でのご来場はお控えください。
●車イスの方や補助の必要な方は、介助者の方とご一緒に受診ください。

　土地の固定資産税は、

◆平成２２年度の土地の固定資産税について

税額＝「課税標準額」×１.４％(税率) の式で求められます。

◎昨年の広報「ちゃたん」(４月号)でもお知らせしましたが、上記の式の「課税標準額」の算定方法が平成

　１８年度から下記のように改正されました。この算定方法は、平成２２年度も継続して適用されます。そ

　のため、平成２２年度においても税の上昇が見込まれますのでご理解をお願いします。

・平成１８年度から・・・「課税標準額」＝「前年度課税標準額」+「当該年度評価額×５％」

　※住宅用地の場合、「課税標準額」を１/６,１/３に軽減する特例が適用されています。

　【改正の理由】

　右図は、土地の「評価額」と「課税標準額」の推移を
示した図です。それまで「課税標準額」とほぼ同額であ
った「評価額」が平成６年度に急増してその差が大きく
開いています。これは、その年度に全国一律の評価基準
による課税の公平と、相続税評価との均衡を図るため土
地の評価に「鑑定評価制度」が導入されたことによるも
のです。
　本来、「評価額」＝「課税標準額」とならなければなり
ません。そのため、「評価額」と「課税標準額」の開きを
早く是正する必要があることから、「課税標準額」の上昇
幅を高める算定方法への改正が行われました。 S63 H3 H6 H9 H12 H15

■ ▲ ▲ ▲
▲

■▲▲

■
■

■ ■

H18

■

▲

鑑定評価制度導入

▲

H21

■

▲＝課税標準額

■＝評価額

■
▲

H22

お問い合わせ：北谷町役場　税務課　℡　９３６－１２３４（内線１９３，１９４）

お問い合わせ：北谷町保健相談センター　℡　９３６－４３４４

３　　　広報　ちゃたん



社会教育課関係

北谷町文化財展示室　資料 （１０）
「ウーンナ」

＝北谷三ヵ村大綱引き第６弾 衣装＝

北谷町教育委員会　
社会教育課　文化係　
℡936-1234（内線342）

　今回は、綱引き前に行われる道ジュネーの中から、加那(かな)ヨーの衣装について紹介します。加那ヨー
とは、農村社会での若き男女の恋を強調した歌詞に振りをつけてまとめた創作舞踊の事を言います。その際
に着る着物には、字北谷、字玉代勢、字伝道で若干の違いが見られます。下の写真は、1998年大綱引きの際
の各字の加那ヨー衣装です。
　字北谷の衣装は、紫地の着物にティンカキジャー（絣図柄の一種）とカーヌティカー（井戸の枠）文様が
入っています。頭には紫の紙笠を被り、右肩には赤染みティーサージ（手巾）をかけ、腰には紫の長巾を女
結びにします。
　字玉代勢の衣装は、麻地色にグバンヌミー（碁盤目）・ハサミ等の文様が入っています。頭には紫の長巾
で女結びにし、肩には赤染み手巾をかけます。
　字伝道の衣装は、明るめの紫地に白のティンカキジャーの文様で黄色と緑色の文様が入っています。頭は
マンサージを前結びにしその上から紙笠を被ります。右肩には赤の手巾をかけ帯は女結びにし、白足袋に赤
い鼻緒の草履を履いて踊ります。

※参考文献「北谷町の綱引き」北谷町教育委員会 ２０００年

字
北
谷
の
加
那
ヨ
ー

(

写
真
の
右
側)

字
玉
代
勢
の
加
那
ヨ
ー

▲ ▲

字
伝
道
の
加
那
ヨ
ー

▲

ちゃたん町高校総体だより　　　　　　　　　　　     　北谷町実行委員会 ℡ ９８２－７７１９

平成２２年７月２８日～８月２０日

　平成２２年度全国高等学校総合体育大会「美ら島沖縄総体２０１０」開催まで、４

月１日付けで１２０日を切り、いよいよ大会も目前に迫ってまいりました。　

　なんと！北谷町には、「美ら島沖縄総体２０１０」総合ポスターの原画として作品

が選ばれた方がいます！

　北谷町字吉原の 稲福 勇己さん（沖縄県立芸術大学１年）です。

　稲福さんは、沖縄県立美来工科高等学校在学中の平成２０年５月に沖縄県が募集し

た「美ら島沖縄総体２０１０」総合ポスター原画募集に応募し、全２４０作品の中か

らみごと最優秀作品として入賞しました。入賞作品は、総合ポスターの原画として採

用され、「美ら島沖縄総体２０１０」総合ポスターとして全国へ配信されております。

　北谷町在住の若きアーティスト、稲福さんに「美ら島沖縄総体２０１０」について

インタビューしました。

Ｑ　　総合ポスターの原画作品はどうやって描いたのですか？油絵タッチの作品ですが ･･･

稲福　コンピュータグラフィックで制作しました。

　　　高校の学科がコンピュータデザイン科なので ･･･

Ｑ　　そうなんですか！ (驚 )てっきり油絵だと思っていました！

　　　勇己さんは、この春、高校を卒業して大学へと進学しますが、全国高校総体は高校

　　　生最大のスポーツイベントです。後輩の高校生の皆さんにメッセージをお願いしま

　　　す。

稲福　全国高校総体が沖縄で開催されるということは、何十年に一度、有るか無いかとい

　　　うくらいの大会です。高校生の皆さんも沖縄で、良い成績を残せるよう頑張ってほ

　　　しいです。

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
稲
福
勇
己
さ
ん

▲

稲福さん突然の取材にも関わらずご対応いただきありがとうございました。

北谷町実行委員会ホームページでも稲福さんの作品を紹介しております。是非ご覧下さい。(http://www.chatan.jp/2010soutai)

広報　ちゃたん　　　４

全国高等学校総合体育大会　
美ら島沖縄総体２０１０を成功させよう！



平成２２年度

施政方針

　３月２日 (火 )、平成22年第361回北谷町議会定例会の初日に、
野国昌春町長が平成 22年度の施政方針演説を行いました。
　演説で町長は、「国や県の動向を見定めながら激動する社会情
勢に対し、適切で効果的な行財政運営に努め、全ての町民が安
心して暮らせる地域社会を創出していく」と所信表明を行いま
した。　
　施政方針の全内容を、町民の皆様にお知らせいたします。

５　　　広報　ちゃたん



●平成 22 年度施政方針

１　

は
じ
め
に

べ
く
誠
心
誠
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、「
平
和
な
社
会
の

構
築
」
を
全
て
の
政
策
の

原
点
と
し
て
「
町
民
と
の

対
話
」
を
基
本
に
、
平
和

行
政
、
子
育
て
支
援
、
町

民
の
健
康
増
進
、
環
境
問

題
、
教
育
問
題
、
文
化
の

振
興
等
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
整
備
事
業
、
桑
江
伊
平

土
地
区
画
整
理
事
業
等
の

主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

を
着
実
に
推
進
し
、
産
業

基
盤
の
確
立
及
び
住
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
際
社
会
に
お

い
て
は
、
近
年
の
世
界
的

な
金
融
危
機
、
地
球
温
暖

化
等
に
よ
る
地
球
的
規
模

で
の
環
境
問
題
、
絶
え
る

こ
と
の
な
い
国
際
紛
争
等

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
経
済
は
、

ア
ジ
ア
地
域
な
ど
一
部
地

域
に
復
調
の
兆
し
が
見
ら

れ
る
も
の
の
全
体
で
は
未

だ
不
透
明
感
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

国
内
に
お
い
て
は
、
昨

年
の
秋
に
民
主
党
を
中
心

と
す
る
鳩
山
連
立
政
権
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

新
政
権
は
、
２
０
２
０

年
ま
で
に
環
境
、
健
康
、

観

光

の

三

分

野

で

１
０
０
兆
円
超
の
「
新
た

な
需
要
の
創
出
」
に
よ
り

雇
用
を
生
み
、
国
民
生
活

に
主
眼
を
置
く
「
新
成
長

戦
略
」
を
平
成
21
年
12
月

に
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
わ
が
国
は
、

地
球
規
模
の
課
題
を
解
決

す
る
「
課
題
解
決
国
家
」

と
し
て
、
ア
ジ
ア
と
共
に

生
き
る
国
の
形
を
実
現
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
間
の
た
め
の

経
済
」
を
実
現
す
る
た
め

に
、
地
域
の
こ
と
は
地
域

に
住
む
住
民
が
決
め
る
、

活
気
に
満
ち
た
地
域
社
会

を
作
る
た
め
の
「
地
域
主

権
」
改
革
を
断
行
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
平
成
22
年
度
に

お
い
て
、「
子
ど
も
手
当
」

「
高
校
授
業
料
無
償
化
」「
個

別
所
得
補
償
」「
高
速
道
路

無
料
化
」
等
の
新
た
な
政

策
を
掲
げ
予
算
を
編
成
し

て
お
り
ま
す
が
、
わ
が
国

の
経
済
事
情
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
予
算
編
成
に

お
い
て
も
国
債
発
行
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

本
県
経
済
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
総
合
事
務
局
が
平
成

22
年
１
月
に
報
告
し
た
「
管

内
経
済
情
勢
報
告
」
に
よ

る
と
「
観
光
は
、
旅
行
手

控
え
や
他
地
域
と
の
競
合

な
ど
か
ら
低
迷
し
て
い
る
。

雇
用
情
勢
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。」
と
報
告

し
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
平
成
22
年
度
の

施
策
と
し
て
「
自
立
経
済

の
構
築
に
向
け
た
産
業
の

振
興
と
雇
用
の
創
出
・
確

保
」
外
８
つ
の
施
策
を
掲

げ
県
内
の
経
済
・
雇
用
情

勢
の
改
善
に
力
を
尽
く
す

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
財

政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

こ
の
た
め
平
成
22
年
度
予

算
編
成
に
お
い
て
は
、
事

業
の
取
捨
選
択
を
徹
底
し

限
ら
れ
た
財
源
を
緊
急
か

つ
重
要
な
施
策
に
重
点
的
・

効
果
的
に
配
分
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、

歳
入
面
で
は
、
固
定
資
産

税
を
は
じ
め
と
す
る
地
方

税
収
入
が
毎
年
増
加
し
財

政
力
は
上
昇
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
自
主
財
源
の
安

定
的
な
増
加
と
は
対
照
的

に
、
地
方
交
付
税
を
は
じ

め
と
す
る
依
存
財
源
は
減

少
又
は
横
ば
い
で
推
移
し
、

歳
入
全
体
と
し
て
は
伸
び

悩
む
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
面
で
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・

多
様
化
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
な
ど
を
背
景
に
扶
助

費
や
維
持
補
修
費
等
の
増

加
に
よ
り
、
経
常
収
支
比

率
が
80
％
台
後
半
に
位
置

し
て
お
り
、
財
政
の
硬
直

化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
上
で
大
き
な
障
害

と
な
っ
て
い
る
基
地
問
題

に
つ
い
て
は
、
米
軍
嘉
手

納
飛
行
場
以
南
の
大
規
模

基
地
返
還
の
具
体
的
な
規

模
や
時
期
は
い
ま
だ
明
ら

か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
普

天
間
飛
行
場
移
設
問
題
と

も
相
俟
っ
て
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
述
べ
ま
し
た
現
状

を
踏
ま
え
、
国
や
県
の
動

向
を
見
定
め
な
が
ら
激
動

す
る
社
会
情
勢
に
対
応
し
、

適
切
で
効
果
的
な
行
財
政

運
営
に
努
め
、
全
て
の
町

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
を
創
出
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
第
３
６
１
回

北
谷
町
議
会
定
例
会
の
開

催
に
当
た
り
、
平
成
22
年

度
の
町
政
運
営
の
基
本
と

な
る
予
算
案
を
は
じ
め
、

諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、

ま
ず
町
政
運
営
に
当
た
っ

て
の
私
の
所
信
の
一
端
を

申
し
述
べ
、
議
員
各
位
並

び
に
町
民
の
皆
様
の
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
去
る
11
月
の
北

谷
町
長
選
挙
に
お
い
て
、

多
く
の
有
権
者
の
御
支
持
、

御
支
援
を
賜
り
ま
し
て
無

投
票
当
選
の
栄
に
浴
す
る

こ
と
が
で
き
、
引
き
続
き

第
９
代
北
谷
町
長
と
し
て

向
こ
う
４
年
間
町
政
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
議
員
各
位
並
び
に
町

民
の
皆
様
の
温
か
い
御
支

持
、
御
支
援
に
対
し
心
か

ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
に
と
っ
て
２
期
目
の

ス
タ
ー
ト
の
年
度
と
な
る

平
成
22
年
度
は
、
町
制
施

行
30
周
年
の
節
目
の
年
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

諸
先
輩
方
に
よ
っ
て
築
き

上
げ
ら
れ
て
き
た
、
北
谷

町
を
さ
ら
に
住
み
よ
い
豊

か
な
町
へ
と
発
展
さ
せ
る
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町
政
に
対
す
る

　
　

基
本
方
針

２

に
よ
る
住
民
の
負
担
軽
減

が
目
に
見
え
る
形
で
進
め

ら
れ
る
よ
う
、
嘉
手
納
飛

行
場
に
関
す
る
三
市
町
連

絡
協
議
会
（
三
連
協
）
を

は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
つ
つ
、
日
米

両
政
府
に
対
し
て
基
地
負

担
軽
減
及
び
地
位
協
定
改

定
を
強
く
求
め
て
い
き
ま

す
。

(

３)

軍
用
地
の
返
還
と

 
 
 
 
 
 

跡
地
利
用
の
推
進

　

第
三
に
、
軍
用
地
の
返

還
と
跡
地
利
用
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
地

区
に
お
け
る
桑
江
伊
平
土

地
区
画
整
理
事
業
を
推
進

し
、「
職
住
近
接
型
」
の
中

心
市
街
地
の
形
成
を
図
り

ま
す
。

　

返
還
が
予
定
さ
れ
て
い

る
キ
ャ
ン
プ
桑
江
南
側
部

分
は
、
北
側
地
区
及
び
西

海
岸
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
活
用
を
図
る
た
め
の
跡

地
利
用
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

在
日
米
軍
再
編
協
議
に

お
い
て
返
還
対
象
と
な
っ

て
い
る
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧

地
区
に
つ
い
て
は
、
中
南

部
都
市
圏
の
大
規
模
跡
地

に
つ
い
て
内
閣
府
が
進
め

て
い
る
、「
今
後
の
跡
地
利

用
の
展
開
方
策
に
関
す
る

検
討
会
」
の
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
跡
地
利
用
の

調
査
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
生
活
や
ま

ち
づ
く
り
に
必
要
な
駐
留

軍
用
地
の
返
還
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

(

４)

産
業
の
振
興
と

　
　

 
 
 
 
 
 

雇
用
の
創
出

　

第
四
に
、
産
業
の
振
興

と
雇
用
の
創
出
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
見
据
え
た
産
業

基
盤
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

本
町
の
産
業
構
造
は
、

小
売
商
業
や
観
光
業
の
第

３
次
産
業
が
大
き
な
比
重

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
を

中
心
と
す
る
第
３
次
産
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

水
産
業
及
び
農
業
の
振
興

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

産
業
は
、
総
合
産
業
で
あ

り
関
連
産
業
へ
の
波
及
効

果
が
大
き
く
、
経
済
を
担

う
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
本

町
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施

策
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
県
及
び
町
内
関
係
団
体

と
連
携
し
、
質
の
高
い
観

光
リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
を

図
り
ま
す
。

　

地
場
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
産
業
総
合
展
示

会
等
を
と
お
し
た
特
産
品

開
発
の
推
奨
、
啓
発
活
動

に
よ
る
産
業
育
成
を
図
る

と
と
も
に
、
町
商
工
会
及

び
町
観
光
協
会
等
と
連
携

し
、
町
産
品
の
販
売
促
進

支
援
の
た
め
、
情
報
発
信

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

情
報
通
信
関
連
産
業
に

つ
い
て
は
地
域
指
定
の
制

度
を
活
用
し
、
情
報
関
連

企
業
の
誘
致
を
推
進
し
ま

す
。

　

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
を

改
善
す
る
た
め
、
緊
急
雇

用
対
策
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
事
業
地
区
及
び
桑
江
伊

平
土
地
区
画
整
理
地
域
に
、

情
報
関
連
産
業
や
観
光
産

業
等
の
誘
致
を
図
り
、
雇

用
・
就
業
の
場
の
確
保
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
町
商

工
会
や
沖
縄
県
の
人
材
育

成
及
び
就
業
支
援
施
策
と

の
連
携
並
び
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
の
連
携
を
図
り
若

年
層
の
就
業
を
支
援
し
ま

す
。

(

５)

健
康
・
福
祉
の
推
進

　

第
五
に
、
健
康
・
福
祉

(

１)

平
和
行
政
の
推
進

　

第
一
に
、
平
和
行
政
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

戦
後
65
年
目
を
迎
え
た

今
日
、
戦
時
体
験
者
が
減

少
し
て
い
く
中
、
戦
争
の

悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
平

和
を
希
求
す
る
心
を
育
て

て
い
く
こ
と
は
一
層
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
に
よ
っ
て
受
け
た

悲
惨
な
体
験
・
教
訓
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
沖

縄
戦
並
び
に
広
島
・
長
崎

の
原
爆
被
害
の
実
相
を
次

世
代
に
正
し
く
継
承
し
、

戦
争
の
な
い
平
和
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

(

２)

基
地
問
題
の
解
決
促
進

　

第
二
に
、
基
地
問
題
の

解
決
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

町
土
面
積
の
約
53
％
を

占
め
る
駐
留
軍
用
地
の
存

在
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
妨

げ
と
な
り
、
ま
た
、
米
軍

基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件
・

事
故
は
、
町
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
米
軍
基
地
か

ら
派
生
す
る
騒
音
の
軽
減

や
嘉
手
納
飛
行
場
以
南
の

返
還
な
ど
在
日
米
軍
再
編

　

町
政
運
営
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
常
に
町
民
の
立

場
に
立
っ
て
、
平
和
、
健
康
、

福
祉
、
教
育
等
に
重
点
的

に
取
り
組
み
、
町
民
が
安

全
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
基
盤
の
整

備
に
つ
い
て
は
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
限
り
あ
る

財
源
を
重
点
的
か
つ
効
果

的
に
投
入
し
、
将
来
に
向

け
て
本
町
が
持
続
的
に
発

展
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
独
自
性
の
あ
る
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

基
本
方
針
と
し
て
平
和

行
政
の
推
進
、
基
地
問
題

の
解
決
促
進
、
軍
用
地
の

返
還
と
跡
地
利
用
の
推
進
、

産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創

出
、
健
康
・
福
祉
の
推
進
、

住
み
良
い
住
環
境
の
整
備
、

教
育
・
文
化
等
の
推
進
、

行
政
改
革
の
推
進
及
び
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
柱
と
し
て
、
以
下
の
基

本
的
な
考
え
方
に
立
っ
て

町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
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た
「
土
地
利
用
計
画
」
や
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
に
配
慮
し
た
都
市
基

盤
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

道
路
、
公
園
、
河
川
な

ど
の
都
市
基
盤
施
設
は
、

町
民
の
文
化
的
生
活
の
向

上
や
地
域
経
済
の
発
展
、

活
性
化
に
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
施
設
で
あ
り
、

今
後
も
計
画
的
な
整
備
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
に
整
備
・
蓄
積
さ

れ
て
き
た
公
共
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
、
計
画
的

な
維
持
補
修
・
改
築
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。　
　
　

　

国
道
58
号
か
ら
東
側
を

主
と
し
た
既
成
市
街
地
に

お
い
て
は
、
通
過
交
通
の

処
理
を
担
う
幹
線
道
路
と

地
区
内
生
活
道
路
の
役
割

を
明
確
に
誘
導
で
き
る
よ

う
な
道
路
整
備
や
公
園
緑

地
の
適
正
配
置
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

上
・
下
水
道
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
桑
江
伊
平
土

地
区
画
整
理
事
業
地
区
に

事
業
を
展
開
し
て
い
く
と

と
も
に
、
経
年
に
よ
り
劣

化
し
た
管
路
の
敷
設
替
え

に
つ
い
て
も
年
次
的
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

②
環
境
共
生
型
社
会
の
形
成

　

環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、

自
然
と
人
間
が
共
生
す
る

「
循
環
型
社
会
」
の
構
築
を

施
策
の
基
本
に
し
て
、
ご

み
の
資
源
化
・
減
量
化
、

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

あ
わ
せ
て
墓
地
行
政
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

③
安
全
・
安
心
な
町
の
形
成

　

町
が
発
展
す
る
な
か
で
、

住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
住
民
及
び
来

訪
者
の
方
々
が
、
安
全
で

安
心
し
て
憩
い
、
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

関
係
機
関
及
び
地
域
と
の

連
携
に
よ
る
防
犯
活
動
・

交
通
安
全
運
動
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
犯
罪
防

止
の
た
め
、
地
域
、
住
民

及
び
事
業
者
等
県
民
総
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
「
ち
ゅ

ら
さ
ん
運
動
」
を
推
進
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心

な
町
を
実
現
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
自
然

災
害
の
発
生
に
備
え
、
防

災
訓
練
等
を
通
じ
災
害
発

生
時
の
対
応
及
び
自
主
防

災
意
識
の
啓
発
を
図
る
と

と
も
に
、
緊
急
時
の
食
料

等
必
要
物
資
の
備
蓄
を
推

進
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（
７)

教
育
・
文
化
等
の
推
進

　

第
七
に
、
教
育
・
文
化

等
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
、
情
報
化
の
進

展
や
教
育
改
革
の
推
進
に

よ
り
社
会
状
況
が
大
き
く

変
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、

次
代
を
担
う
人
材
育
成
を

目
標
と
し
た
教
育
施
策
や

町
民
の
多
様
な
学
習
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
創
造
性
に

富
ん
だ
特
色
あ
る
教
育
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

　

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

浜
川
小
学
校
校
舎
改
築
事

業
等
の
学
校
や
社
会
教
育

施
設
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、

幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人

に
「
確
か
な
学
力
」「
豊
か

な
心
」「
健
や
か
な
体
」
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す
る

た
め
、
家
庭
や
地
域
と
の

連
携
に
よ
る
教
育
力
の
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
信
頼

さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
な
ど
の

問
題
行
動
等
に
つ
い
て
は
、

一
人
一
人
の
子
ど
も
理
解

に
基
づ
い
た
支
援
の
充
実

を
図
り
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
・
関
係
機
関
と
連
携

し
て
、
そ
の
防
止
に
努
め

ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
健
康
づ
く
り

の
指
針
で
あ
る
「
健
康
ち

ゃ
た
ん
21
」
事
業
を
推
し

進
め
、
町
民
の
健
康
の
保

持
・
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
状
況
に

あ
る
国
民
健
康
保
険
に
つ

い
て
財
政
の
確
保
及
び
医

療
費
の
抑
制
に
努
め
る
と

と
も
に
、
保
険
者
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
「
特
定

健
診
・
保
健
指
導
」
の
取

り
組
み
を
強
化
し
、
疾
病

の
予
防
に
努
め
ま
す
。

(

６)

住
み
良
い

　
　

 
 
 
 

住
環
境
の
整
備

　

第
六
に
、
住
み
良
い
住

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
住
宅
地
は
、
地

域
ご
と
に
異
な
っ
た
特
性

や
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
か
ら
地
域
特
性
に
見
合

っ
た
基
盤
整
備
や
環
境
整

備
を
行
い
、
快
適
で
質
の

高
い
住
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

①
都
市
基
盤
の
整
備

　

北
谷
町
で
は
、
近
年
の

加
速
度
的
な
市
街
地
開
発

に
伴
い
「
ま
ち｣

の
姿
が

大
き
く
変
貌
し
て
き
て
お

り
、
残
さ
れ
た
自
然
環
境

の
保
全
や
活
用
、
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
示
さ
れ

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
少
子
高

齢
化
、
核
家
族
化
が
進
行

し
、
本
町
に
お
い
て
も
介

護
、
子
育
て
な
ど
福
祉
ニ

ー
ズ
は
増
大
か
つ
複
雑
化

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
昨

今
の
経
済
状
況
の
悪
化
か

ら
、
生
活
困
窮
の
相
談
も

増
え
て
い
ま
す
。
乳
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て

の
町
民
が
、
互
い
に
支
え

合
い
な
が
ら
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
地
域
社
会
の

形
成
を
町
政
運
営
の
基
本

と
し
て
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
施

策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
、
障
が
い

者
（
児
）
福
祉
に
つ
い
て
は
、

当
事
者
及
び
そ
の
家
族
の

立
場
に
立
っ
て
、
介
護
予

防
及
び
自
立
支
援
施
策
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
次
世
代
育
成
支
援
施

策
を
最
も
重
要
な
柱
と
位

置
付
け
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
育
む
地
域
社

会
、
子
ど
も
を
安
心
し
て

生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
の
形
成
を
目

指
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。　
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社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、

町
民
が
い
つ
で
も
自
由
に

学
習
機
会
を
選
択
し
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
、
生
涯
学

習
社
会
の
充
実
に
向
け
諸

施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に

つ
い
て
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
及
び
北
谷
町
青
少
年

支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
や
団
体
と
連
携

し
、
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会
の
活
動
の
充
実
・
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
家

庭
教
育
力
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

　

文
化
行
政
に
つ
い
て
は
、

郷
土
の
歴
史
・
文
化
に
触

れ
る
貴
重
な
財
産
で
あ
る

文
化
財
の
保
存
・
活
用
等

に
よ
る
文
化
振
興
や
地
域

の
振
興
を
図
る
た
め
、
国

の
史
跡
指
定
と
な
っ
た
伊

礼
原
遺
跡
の
整
備
と
博
物

館
建
設
に
向
け
て
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
優
れ
た
伝
統

芸
能
の
観
賞
や
青
少
年
に

よ
る
演
劇
等
を
継
続
し
て

実
施
す
る
と
と
も
に
、
沖

縄
の
伝
統
芸
能
に
不
可
欠

な
「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
に

関
す
る
事
業
を
展
開
し
、

情
操
の
涵
養
や
芸
術
活
動

へ
の
参
加
の
気
運
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

　

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、

度
化
・
多
様
化
な
ど
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
適
切

に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

 

本
町
に
お
い
て
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
に
適
切
に
対

応
す
る
た
め
、
財
政
健
全

化
中
期
計
画
等
を
着
実
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
情

報
公
開
の
推
進
、
電
子
自

治
体
の
構
築
、
広
域
行
政

の
推
進
等
に
よ
り
行
政
運

営
の
効
率
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

 

ま
た
、
地
方
分
権
に
伴
う

権
限
移
譲
等
に
対
応
す
る

た
め
、
職
員
の
政
策
形
成

能
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
研
修
計
画
に
基
づ

く
研
修
に
よ
る
人
材
育
成

と
あ
わ
せ
て
横
断
的
な
事

務
処
理
が
で
き
る
よ
う
職

員
間
の
連
携
を
強
化
し
時

代
の
変
化
に
対
応
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
努

め
ま
す
。

(

９)

男
女
共
同
参
画
社
会

 
 
 
 

の
実
現

　

第
九
に
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
に

つ
い
て
は
、「
北
谷
町
ニ
ラ

イ
の
ま
ち
づ
く
り
男
女
共

同
参
画
推
進
計
画
」
に
基

づ
き
、
男
女
の
人
権
の
尊

重
、
社
会
に
お
け
る
制
度

又
は
慣
行
に
つ
い
て
の
配

慮
、
政
策
等
の
立
案
及
び

決
定
へ
の
共
同
参
画
、
家

庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と

他
の
活
動
の
両
立
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
各
女
性
団

体
の
情
報
交
換
会
を
は
じ

め
、
町
民
向
け
の
各
種
講

座
や
講
演
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
町
民
意
識
向

上
を
図
る
た
め
機
関
誌
の

発
行
や
町
広
報
紙
に
よ
り

情
報
の
提
供
を
行
う
等
の

諸
施
策
を
計
画
的
に
推
進

し
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
22
年
度
の

部
門
別
主
要
施
策
に
つ
い

て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

●平成 22 年度施政方針

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
た
「
町
民

一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
」
を
目

指
し
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

親
し
め
る
よ
う
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
生
最
大
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る

平
成
22
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
「
美
ら

島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」

を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
町

実
行
委
員
会
、
県
、
市
町

村
及
び
関
係
団
体
と
連
携

し
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

安
全
で
安
心
で
き
る
学
校

給
食
の
提
供
に
努
め
、
給

食
活
動
を
と
お
し
て
豊
か

な
心
の
育
成
と
社
会
性
を

涵
養
す
る
と
と
も
に
、
幼

児
児
童
生
徒
が
望
ま
し
い

食
習
慣
を
身
に
付
け
、
自

ら
の
健
康
管
理
が
で
き
る

よ
う
食
育
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
８)

行
政
改
革
の
推
進

 

第
八
に
、
行
政
改
革
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

 

分
権
型
社
会
シ
ス
テ
ム
へ

の
転
換
が
進
む
中
、
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
は
、

少
子
高
齢
化
、
情
報
化
、

国
際
化
町
民
ニ
ー
ズ
の
高
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３　

部
門
別
主
要
施
策

は
も
と
よ
り
、
新
た
に
立

地
す
る
観
光
関
連
施
設
と

の
連
携
を
は
じ
め
、
新
規

イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
す
る
と

と
も
に
プ
ロ
野
球
や
各
種

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
キ
ャ
ン

プ
等
魅
力
あ
る
観
光
地
の

形
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

文
化
遺
産
や
史
跡
の
活
用
、

海
の
観
光
資
源
の
活
用
と

し
て
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
及
び
体
験
・
滞
在
型

観
光
等
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー

の
創
出
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
観
光
協
会

や
観
光
関
連
事
業
者
及
び

商
工
会
と
連
携
を
密
に
し

て
、
町
内
へ
の
誘
客
活
動

に
取
り
組
み
、
商
観
光
産

業
の
振
興
、
経
済
の
活
性

化
、
雇
用
の
拡
大
等
を
推

進
し
ま
す
。

　

情
報
関
連
産
業
の
振
興

に
つ
い
て
は
、「
情
報
通
信

産
業
振
興
地
域
」
指
定
の

制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成

と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘

致
及
び
支
援
を
推
進
し
ま

す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
狭

い
農
地
を
有
効
的
に
活
用

し
た
収
益
性
の
高
い
作
物

等
へ
の
転
換
や
有
機
農
業

を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、

家
庭
菜
園
を
活
用
し
た
農

業
参
加
の
意
識
と
意
欲
の

高
揚
を
図
る
た
め
の
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
北
谷
町
漁
業
協
同

組
合
の
経
営
安
定
化
に
向

け
た
自
主
事
業
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
フ
ィ
ッ
シ

ャ
リ
ー
ナ
地
区
と
連
携
し

た
水
産
業
の
新
た
な
事
業

展
開
を
支
援
し
ま
す
。

　

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
整

備
事
業
は
、
水
産
業
の
振

興
並
び
に
西
海
岸
一
帯
の

活
性
化
、
観
光
、
雇
用
に

大
き
く
寄
与
す
る
事
業
で

あ
り
、
上
下
架
施
設
設
置

工
事
、
管
理
棟
複
合
施
設

建
築
工
事
等
継
続
し
て
施

設
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

企
業
誘
致
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

　

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ

事
業
地
区
及
び
桑
江
伊
平

土
地
区
画
整
理
地
域
等
へ

の
企
業
誘
致
に
よ
り
、
雇

用
・
就
業
の
場
の
確
保
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
厳
し

い
雇
用
情
勢
の
改
善
を
図

る
た
め
緊
急
雇
用
対
策
に

取
り
組
み
、
地
域
の
求
職

者
や
失
業
者
へ
の
雇
用
機

会
を
創
出
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
沖
縄
中
部
勤
労
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
ゆ

い
ワ
ー
ク
）
及
び
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
勤
労
者
の
福
祉
の
向

上
、
高
齢
者
の
雇
用
を
促

進
し
ま
す
。

(

４)

健
康
・
福
祉
の
推
進

　

健
康
・
福
祉
に
つ
い
て

は
、
授
産
事
業
所
「
青

空
」
と
指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
「
ニ
ラ
イ

の
里
」
の
統
合
、
認
可
保

育
所
の
整
備
支
援
、
乳
幼

児
医
療
費
助
成
事
業
の
拡

大
、
新
健
康
支
援
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
施
策
の
柱
と

し
て
、
保
健
・
福
祉
の
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
一
に
、
障
が
い
者

（
児
）
福
祉
施
策
と
し
て
、

心
身
障
害
者
等
授
産
事
業

所
「
青
空
」
と
北
谷
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
経
営
す

る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
「
ニ
ラ
イ
の
里
」

を
早
い
時
期
に
統
合
し
、

授
産
事
業
の
よ
り
一
層
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス

基
盤
の
整
備
に
引
き
続
き

努
め
る
と
と
も
に
、
自
立

支
援
給
付
、
地
域
生
活
支

援
事
業
等
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

第
二
に
、
待
機
児
童
解

消
策
の
一
環
と
し
て
認
可

保
育
所
の
整
備
を
積
極
的

に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

老
朽
化
し
て
い
る
公
立
２

(
１)

平
和
行
政
と

 
 
 
 
 
 

基
地
問
題
の
解
決

　

平
和
行
政
に
つ
い
て
は
、

憲
法
講
演
会
や
平
和
推
進

旬
間
に
お
け
る
平
和
祈
念

祭
を
開
催
し
、
平
和
の
尊

さ
を
広
め
、
平
和
で
安
ら

ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
中
・

高
校
生
に
対
す
る
平
和
教

育
の
一
環
と
し
て
の
「
広

島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣

事
業
」
や
「
戦
時
体
験
者

講
話
」
を
実
施
し
、
戦
争

体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
沖
縄
戦
並
び
に
広
島
・

長
崎
の
原
爆
被
害
の
実
相

を
次
世
代
に
正
し
く
継
承

し
、
平
和
の
尊
さ
の
普
及

に
努
め
ま
す
。

　

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、

基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件
・

事
故
へ
の
対
応
な
ど
様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
嘉
手
納
基
地
に
お
い

て
は
、
度
重
な
る
外
来
機

の
飛
来
、
深
夜
早
朝
の
即

応
訓
練
や
戦
闘
機
の
離
着

陸
に
お
け
る
騒
音
等
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
時

宜
を
得
た
行
動
を
展
開
し

ま
す
。

(

２)

軍
用
地
の
返
還
と

　
　

 
 

跡
地
利
用
の
推
進

　

本
町
に
お
い
て
は
、
駐

留
軍
用
地
が
ま
ち
づ
く
り

の
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
計
画
的
・
段
階

的
な
整
理
・
縮
小
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
地

区
に
つ
い
て
は
、
桑
江
伊

平
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
る
行
政
庁
舎
を
中
心
と

し
た
業
務
機
能
の
集
積
と

利
便
性
の
高
い
「
職
住
近

接
型
」
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
各
種
事
業
や
企

業
の
誘
致
を
行
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
桑
江
南
側
地

区
に
つ
い
て
は
「
キ
ャ
ン

プ
桑
江
南
側
地
区
跡
地
利

用
行
動
計
画
」
の
策
定
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
町
有
地
の
返

還
を
促
進
し
、
公
共
施
設

用
地
と
し
て
土
地
利
用
を

推
進
し
ま
す
。

(

３)

産
業
の
振
興
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雇
用
の
創
出

　

産
業
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産

業
を
推
進
し
ま
す
。

　

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業

に
つ
い
て
は
、
本
町
西
海

岸
地
域
に
お
け
る
既
存
の

商
業
施
設
や
大
型
ホ
テ
ル
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い
て
は
、
情
報
の
共
有
化

に
よ
る
総
合
的
な
支
援
を

行
う
た
め
、
新
健
康
支
援

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
を
強
化
し
、

健
康
的
な
生
活
習
慣
の
定

着
を
図
る
と
と
も
に
、
各

種
健
康
相
談
及
び
訪
問
事

業
に
よ
り
自
主
的
な
健
康

管
理
及
び
疾
病
の
予
防
を

推
進
し
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

の
充
実
を
図
り
、
入
院
時

の
医
療
費
の
助
成
を
中
学

生
ま
で
拡
大
し
て
実
施
し

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
妊
産

婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担

に
よ
り
、
妊
産
婦
の
健
康

管
理
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
増
加
し
て
い
る
「
発

達
が
気
に
な
る
子
」
を
早

期
に
発
見
し
、
特
に
乳
幼

児
期
に
発
達
の
支
援
を
行

う
こ
と
の
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
強
化
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、「
健
康
ち
ゃ
た
ん
21
」

の
指
針
を
基
本
と
し
て
、

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ

る
地
域
組
織
活
動
の
強
化
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

の
結
成
支
援
な
ど
、
地
域

の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

 

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ

い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
、

医
療
費
の
適
用
の
適
正
化
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

普
及
に
努
め
ま
す
。

(

５)

住
み
良
い

 
 
 
 
 
 
 
 

住
環
境
の
整
備

①
都
市
基
盤
の
整
備

 

道
路
に
つ
い
て
は
、
幹
線

道
路
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
・

解
消
と
円
滑
な
交
通
機
能

を
確
保
す
る
た
め
、
国
道

58
号
拡
幅
事
業
や
県
道
24

号
線
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業

を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
間
の
利
便

性
の
確
保
と
し
て
、
旧
役

場
前
線
新
設
事
業
、
宇
地

原
１
号
線
新
設
事
業
、
謝

苅
中
央
線
改
良
事
業
、
宇

久
殿
中
央
線
整
備
事
業
、

宮
城
２
号
線
改
良
事
業
、

浜
川
千
原
４
号
線
改
良
事

業
及
び
桑
江
15
号
線
改
良

事
業
等
を
継
続
し
て
推
進

し
ま
す
。

　

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
整
備
済
み
公
園
の

利
便
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
町
民
が
心
身
共
に
健

康
で
自
立
し
た
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

実
現
す
る
た
め
、
宇
地
原

公
園
及
び
北
玉
公
園
の
整

備
を
引
き
続
き
推
進
し
、

北
谷
・
安
良
波
公
園
に
お

い
て
は
、
利
用
者
の
安
心
・

安
全
の
視
点
か
ら
照
明
施

設
の
増
設
や
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
運
動
施
設
の
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
良
好
な
景
観
形

成
及
び
貴
重
な
緑
地
の
保

全
と
活
用
を
総
合
的
・
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、

「
景
観
計
画
策
定
調
査
」

「
緑
の
基
本
計
画
策
定
調

査
」
及
び
「
湧
水
基
本
計

画
策
定
」
業
務
を
実
施
し

ま
す
。

　

町
営
砂
辺
住
宅
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が

著
し
い
こ
と
、
ま
た
町
民

の
多
様
な
居
住
ニ
ー
ズ
な

ど
を
受
け
て
、
町
営
砂
辺

住
宅
建
替
整
備
事
業
の
実

施
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

　

上
水
道
に
つ
い
て
は
、

年
次
的
に
配
水
施
設
の
整

備
拡
充
を
図
り
、
よ
り
効

率
的
な
事
業
運
営
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
吉
原
地
域
の

配
水
管
網
の
ル
ー
プ
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
桑
江

伊
平
土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
ち
ょ
く
に
あ
わ
せ
て

配
水
管
の
新
設
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

下
水
道
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
に
伴
う
整
備
の
緊

急
性
に
応
じ
て
管
渠
の
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
汚

保
育
所
（
栄
口
保
育
所
及

び
上
勢
保
育
所
）
の
整
備

方
針
の
具
体
化
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
延
長

保
育
や
一
時
保
育
等
、
特

別
保
育
事
業
の
充
実
強
化

を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
全
体
で

子
育
て
を
支
援
し
て
い
く

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
児
童
館
及
び
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

充
実
、
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、

そ
の
推
進
役
で
あ
る
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
基
盤
強

化
、
福
祉
活
動
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
低
所
得
者
対
策
と

し
て
福
祉
資
金
貸
付
制
度

の
周
知
を
図
り
つ
つ
、
支

援
施
策
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
軸
に
し
て
地
域
及

び
関
係
機
関
と
協
働
し
な

が
ら
、「
健
康
長
寿
」
の
実

現
を
総
括
的
に
支
援
し
ま

す
。

　

次
に
、
保
健
事
業
に
つ

水
排
水
施
設
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

　

雨
水
排
水
路
に
つ
い
て

は
、
桑
江
伊
平
土
地
区
画

整
理
地
内
に
あ
る
ナ
ガ
サ

川
排
水
路
整
備
を
行
い
ま

す
。

　

河
川
や
海
岸
整
備
に
つ

い
て
は
、
事
業
主
体
で
あ

る
県
や
関
係
機
関
と
連
携

し
、
白
比
川
の
河
川
改
修

事
業
や
宮
城
海
岸
高
潮
対

策
事
業
を
促
進
し
ま
す
。

②
環
境
共
生
型
社
会
の
推
進

　

北
谷
町
、
沖
縄
市
及
び

宜
野
湾
市
で
構
成
す
る
倉

浜
衛
生
施
設
組
合
に
お
い

て
循
環
型
社
会
に
対
応
し

た
新
し
い
ご
み
処
理
施
設

が
稼
動
し
ま
す
。
町
に
お

い
て
も
ク
リ
ー
ン
指
導
員

に
よ
る
ご
み
適
正
排
出
の

指
導
、
不
法
投
棄
防
止
活

動
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
を
強
化
し
、
ご
み
の
減

量
、
再
利
用
、
再
生
利
用

を
促
進
し
ま
す
。

　

深
刻
化
す
る
地
球
温
暖

化
に
つ
い
て
は
、
町
の
事

務
及
び
事
業
に
伴
う
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
引

き
続
き
「
家
庭
で
で
き
る

10
の
取
り
組
み
」
の
普
及

促
進
を
図
り
ま
す
。

　

墓
地
対
策
に
つ
い
て
は
、

点
在
す
る
墳
墓
の
集
約
化
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に
根
ざ
し
た
防
災
訓
練
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
自

主
防
災
組
織
の
結
成
を
促

進
し
、
各
種
災
害
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
実
践

的
な
防
災
機
能
強
化
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

　

二
点
目
に
、
災
害
発
生

時
の
応
急
対
策
の
装
備
品

及
び
作
業
用
器
材
、
器
具

等
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

三
点
目
に
、
防
災
行
政

無
線
固
定
系
子
局
の
拡
充

を
図
る
と
と
も
に
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
に
よ
り
、

緊
急
通
報
体
制
の
整
備
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

四
点
目
に
、
災
害
時
に

備
え
て
防
災
備
蓄
計
画
に

基
づ
く
食
料
・
飲
料
水
等

の
備
蓄
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

(

６)
教
育
・
文
化
等
の
推
進

①
教
育
施
設

　

学
校
教
育
施
設
に
つ
い

て
は
、
浜
川
小
学
校
校
舎

改
築
事
業
や
北
谷
第
二
小

学
校
冷
房
設
備
改
修
に
よ

り
、
教
育
環
境
の
改
善
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
北
谷

中
学
校
の
防
音
機
能
改
善

の
調
査
・
研
究
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

社
会
教
育
施
設
に
つ
い

て
は
、
地
区
公
民
館
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組

み
、
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

②
学
校
教
育

　

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

人
間
関
係
力
を
育
む
集
団

活
動
を
重
視
し
た
遊
び
や

体
験
活
動
を
取
り
入
れ
た

教
育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
幼
児
教
育
の
改

善
・
充
実
調
査
研
究
事
業

の
成
果
を
共
有
し
、
幼
児

教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
の
基
本
的
な
生

活
習
慣
や
「
確
か
な
学
力
」

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な

体
」
の
調
和
の
と
れ
た
人

格
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
一
人
一
人
に
「
生

き
る
力
」
を
身
に
付
け
さ

せ
る
と
と
も
に
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
と
の
相
互
連

携
を
一
層
重
視
し
、
保
護

者
や
地
域
に
「
開
か
れ
た

学
校
」
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

学
力
に
つ
い
て
は
、
学

習
の
基
盤
と
な
る
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
・
技
能
等

を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け

さ
せ
る
た
め
、
授
業
改
善

支
援
プ
ラ
ン
及
び
学
力
調

査
等
の
活
用
、
保
護
者
と

連
携
し
た
家
庭
学
習
の
推

進
、
地
域
の
多
様
な
人
材

の
活
用
や
大
学
等
と
の
連

携
を
と
お
し
て
授
業
改
善

を
推
進
し
学
力
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、

道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中

心
と
し
た
指
導
体
制
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
道

徳
の
時
間
を
要
と
し
、
道

徳
的
な
心
情
等
を
養
成
し

ま
す
。
ま
た
、
社
会
体
験

活
動
や
中
学
生
フ
ォ
ー
ラ

ム
等
を
と
お
し
て
児
童
生

徒
の
社
会
性
や
豊
か
な
人

間
性
を
育
み
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い

て
は
、
計
画
的
な
キ
ャ
リ

ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
保

護
者
等
の
職
場
見
学
や
地

域
で
の
職
場
体
験
学
習
の

実
施
を
と
お
し
て
、
社
会

や
職
業
に
関
す
る
知
識
・

理
解
を
深
め
、
将
来
に
夢

や
希
望
を
持
つ
児
童
生
徒

の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い

て
は
、
特
別
支
援
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
校
内

委
員
会
の
取
り
組
み
を
充

実
さ
せ
、
障
害
を
持
つ
児

童
生
徒
一
人
一
人
に
応
じ

た
支
援
計
画
に
基
づ
き
、

適
切
な
教
育
的
支
援
が
行

え
る
よ
う
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
ま
す
。
さ
ら

を
図
る
場
所
の
選
定
、
公

営
墓
地
の
確
保
等
の
検
討

を
進
め
ま
す
。

③
防
犯

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
県
が
制
定
し
た
「
ち

ゅ
ら
う
ち
な
ー
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
を
主
軸

に
、「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」

の
推
進
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

一
点
目
に
、「
ち
ゅ
ら
ひ

と
づ
く
り
事
業
」
と
し
て

防
犯
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
及

び
地
域
が
連
携
し
た
防
犯

活
動
を
強
力
に
推
進
し
ま

す
。

　

二
点
目
に
、「
ち
ゅ
ら
ゆ

い
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、

青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た

公
用
車
に
よ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

地
域
に
お
け
る
防
犯
組
織

の
設
立
や
活
動
等
を
支
援

し
ま
す
。

　

三
点
目
に
、「
ち
ゅ
ら
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、

防
犯
性
に
配
慮
し
た
道
路
、

公
園
等
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

④
交
通
安
全

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
そ
の
根
幹
を
な
す

法
令
の
遵
守
、
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
を
図
る
た
め
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
町

民
や
本
町
へ
入
域
す
る

方
々
を
対
象
と
し
た
交
通

安
全
思
想
の
普
及
、
啓
発

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
と
緊

密
に
連
携
し
、
特
に
交
通

三
悪
の
中
で
も
依
然
後
を

絶
た
な
い
飲
酒
運
転
及
び

暴
走
行
為
等
の
追
放
を
図

り
ま
す
。

⑤
消
防
・
防
災

　

消
防
・
防
災
対
策
に
つ

い
て
は
、
災
害
対
策
基
本

法
に
基
づ
き
、
町
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
の
保

護
を
具
体
的
、
実
践
的
に

対
応
で
き
る
よ
う
ニ
ラ
イ

消
防
と
連
携
し
、
防
災
計

画
に
沿
っ
た
対
応
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　

災
害
時
の
対
策
と
し
て

は
、
地
震
・
津
波
と
い
っ

た
大
規
模
な
自
然
災
害
に

よ
っ
て
生
じ
る
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

に
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
地
域
の

危
機
管
理
対
応
能
力
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
緊
急

通
報
体
制
及
び
災
害
応
急

対
策
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

一
点
目
に
、
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
地
域
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校
・
関
係
機
関
と
連
携
し

た
対
応
を
図
り
ま
す
。

③
社
会
教
育

　

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、

町
民
や
社
会
教
育
団
体
の

主
体
的
な
学
習
活
動
等
を

支
援
す
る
た
め
、
学
習
情

報
や
学
習
機
会
を
提
供
し
、

そ
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
講

座
や
研
修
等
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
に

お
け
る
基
本
的
生
活
習
慣

の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

諸
課
題
等
に
対
応
す
る
た

め
家
庭
教
育
の
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に

つ
い
て
は
、
青
少
年
健
全

育
成
協
議
会
を
中
心
に
青

少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

関
係
団
体
等
と
の
連
携
を

図
り
、
青
少
年
の
団
体
活

動
、
地
域
活
動
、
社
会
体

験
活
動
へ
の
参
加
等
を
促

進
し
、
社
会
性
や
豊
か
な

人
間
性
を
育
み
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
な
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
の
放
課
後
こ
ど
も
教

室
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

関
連
し
た
事
業
と
の
連
携

を
図
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
は
、
町
民
の
多
種
多

様
化
、
高
度
化
す
る
学
習

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
講
座
・

教
室
等
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
を
図

り
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

サ
ー
ク
ル
活
動
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
町
民
交
流

拠
点
と
し
て
の
活
用
促
進

を
図
り
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
に
お
い
て

は
、
平
成
21
年
度
に
新
た

に
整
備
さ
れ
た
図
書
館
情

報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
図

る
と
と
も
に
図
書
館
資
料

の
充
実
に
努
め
、
町
民
の

読
書
に
対
す
る
啓
発
と
書

物
に
親
し
む
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

読
み
聞
か
せ
や
図
書
館
講

座
の
開
催
等
、
図
書
館
へ

の
関
心
と
理
解
を
深
め
る

た
め
の
事
業
を
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
町
内
の
各

小
中
学
校
等
へ
の
集
配
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

④
文
化
行
政

　

文
化
行
政
に
つ
い
て
は
、

国
の
史
跡
指
定
と
な
っ
た

伊
礼
原
遺
跡
の
整
備
や
博

物
館
建
設
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
町
文
化
財
展
示
室
で

の
発
掘
出
土
品
や
収
集
し

た
資
料
の
展
示
・
公
開
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
埋

蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
を

継
続
し
ま
す
。

　

伝
統
木
造
建
築
物
「
う

ち
な
ぁ
家
」
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
等
の
利
活
用
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
北

谷
三
ヶ
村
で
寅
年
に
合
同

で
行
う
「
北
谷
大
綱
引
き

（
ウ
ー
ン
ナ
）」
を
支
援
し

ま
す
。

　

ま
た
、
芸
術
文
化
の
振

興
の
た
め
、
す
ぐ
れ
た
音

楽
や
演
劇
を
鑑
賞
す
る
機

会
を
提
供
し
、
町
民
の
文

化
芸
術
活
動
を
積
極
的
に

支
援
す
る
と
と
も
に
、「
し

ま
く
と
ぅ
ば
」
に
関
す
る

事
業
や
青
少
年
の
演
劇
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
社
会
体
育 

　

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、

「
町
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
」

を
基
本
と
し
た
、
町
民
の

健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
さ
ら
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
夜
間
照
明
施

設
が
整
備
さ
れ
た
学
校
屋

外
運
動
場
を
活
用
し
た
夜

間
開
放
事
業
を
推
進
し
ま

す
。

　

ま
た
、
本
県
で
開
催
さ

れ
る
平
成
22
年
度
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
」
に
お

け
る
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
に
つ
い
て
は
、
町
実

行
委
員
会
、
県
、
関
係
町

村
及
び
関
係
団
体
等
と
連

携
し
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

●平成 22 年度施政方針

に
、
発
達
障
害
等
で
支
援

を
要
す
る
幼
児
児
童
生
徒

に
対
し
て
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
を
派
遣
し
て
安

全
面
と
学
習
面
の
支
援
を

図
り
ま
す
。

　

英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、

英
語
指
導
助
手
を
配
置
し

て
、
系
統
性
を
も
っ
た
英

語
教
育
及
び
部
分
的
イ
マ

ー
ジ
ョ
ン
教
育
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
英
語
ス
ピ

ー
チ
並
び
に
カ
ン
バ
セ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
英

国
派
遣
交
流
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
国
際
化
に

対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

　

体
育
に
つ
い
て
は
、
体

育
の
授
業
や
ク
ラ
ブ
・
部

活
動
を
と
お
し
て
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健

康
の
保
持
増
進
及
び
体
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
体
位
面
で
は
、
家
庭

と
連
携
し
た
食
育
指
導
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

安
全
面
等
に
つ
い
て
は
、

登
下
校
時
の
安
全
指
導
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
を
守
る
地
域
防

犯
体
制
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
い
じ
め
や
問

題
行
動
等
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
理
解
支
援
シ
ス
テ

ム
の
活
用
を
推
進
し
、
青

少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
・
学

⑥
学
校
給
食

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

小
中
学
校
及
び
幼
稚
園
と

連
携
し
た
食
育
を
と
お
し

て
、
心
身
の
健
全
な
発
達

と
食
生
活
の
改
善
に
努
め

る
と
と
も
に
、
豊
か
な
心

と
社
会
性
を
育
成
し
ま
す
。

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の

老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
調
理
場
に
お
け

る
品
質
管
理
や
衛
生
管
理

の
徹
底
を
図
り
、
安
全
で

安
心
で
き
る
学
校
給
食
の

提
供
に
努
め
ま
す
。

（
７)

行
政
改
革
の
推
進

　

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、

事
務
の
効
率
化
、
適
正
な

人
員
配
置
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

課
・
係
の
統
廃
合
及
び
民

間
委
託
等
に
よ
る
組
織
の

適
時
適
正
な
見
直
し
を
行

い
時
代
の
変
化
に
的
確
に

対
応
で
き
る
行
政
機
構
の

改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
の
健
全
化

を
図
る
た
め
、
財
政
健
全

化
中
期
計
画
を
推
進
し
、

一
層
の
行
財
政
改
革
を
推

進
し
ま
す
。

　

情
報
公
開
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
原
則
公
開
の
基

本
方
針
の
も
と
、
積
極
的

な
情
報
公
開
に
取
り
組
む
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４　

お
わ
り
に

と
同
時
に
、
町
政
に
関
す

る
情
報
を
町
民
が
容
易
に

得
ら
れ
る
よ
う
広
報
紙
及

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
活

用
を
図
り
、
引
き
続
き
情

報
公
開
に
努
め
ま
す
。

　

情
報
化
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
町
民
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（In
fo
r
m
a
tio
n
 
a
n
d
 

C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 

T
ech
n
o
lo
g
y

　

情
報
通
信

技
術
）
の
恩
恵
を
享
受
で

き
る
よ
う
、
住
民
本
位
の

視
点
と
費
用
対
効
果
の
視

点
に
立
っ
た
情
報
化
技
術

の
活
用
に
よ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な

行
政
運
営
に
資
す
る
た
め
、

電
子
自
治
体
の
構
築
を
推

進
し
ま
す
。

　

広
域
行
政
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
今
後
と
も
経
常

経
費
削
減
及
び
事
務
の
効

率
化
等
を
図
る
た
め
、
各

地
方
自
治
体
で
共
同
し
て

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て

効
率
化
が
見
込
ま
れ
る
事

務
事
業
に
つ
い
て
は
、
広

域
的
な
対
応
を
図
る
と
と

も
に
、
関
係
市
町
村
と
の

連
携
を
強
化
し
ま
す
。

　

財
政
に
つ
い
て
は
、
持

続
可
能
な
健
全
財
政
の
構

築
の
た
め
、
各
分
野
の
歳

出
経
費
の
抑
制
と
効
率
化

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
自

主
財
源
の
根
幹
を
な
す
町

税
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

納
税
意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
、
課
税
客
体
の
的
確

な
把
握
と
適
正
な
評
価
及

び
公
正
な
課
税
並
び
に
年

度
内
収
納
の
更
な
る
推
進

を
図
り
、
徴
収
率
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
22
年
度
に

お
け
る
主
要
施
策
の
概
要

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し

た
。

　

次
に
、
今
議
会
に
提
案
い

た
し
ま
す
議
案
に
つ
い
て
御

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
予
算
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
申
し

上
げ
ま
し
た
諸
施
策
を
中
心

に
、

一
般
会
計　
　
　
　
　
　
　

１
２
，
２
６
０
，
０
０
０
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計　

３
，
４
３
６
，
３
３
７
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計　
　
　

１
１
３
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　

２
４
０
，
６
１
５
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計　

１
，
４
３
３
，
７
４
１
千
円

水
道
事
業
会
計　
　
　
　
　

９
２
９
，
３
１
７
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
予
算

に
つ
き
ま
し
て
は
、
義
務
的

経
費
及
び
そ
の
他
の
経
費
の

過
不
足
額
を
補
う
た
め
、
一

般
会
計
補
正
予
算
及
び
国
民

健
康
保
健
特
別
会
計
外
３
件

の
特
別
会
計
補
正
予
算
を
提

案
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
補
正
予
算
の
議
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
議
案

件
と
し
て
、
御
審
議
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

次
に
予
算
以
外
の
議
案
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
条
例
議

案
が
「
北
谷
町
新
川
墓
地
公

園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

外
４
件
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
町
政
運
営
に
当
た

っ
て
の
所
信
の
一
端
と
平
成

22
年
度
に
お
け
る
主
要
施
策

の
概
要
並
び
に
議
案
の
説
明

を
い
た
し
ま
し
た
が
、
議
員

各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様
の

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
平
成
22
年
度
の

施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
22
年
３
月
２
日

北
谷
町
長　

野
国
昌
春
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総務課関係

大規模災害を想定して、個人備蓄を行いましょう！！日頃
から
の

用意
！

非　常　持　出　品　(例 )

※男性１５キロ、女性１０キロを目安に非常持出品をチェックしましょう！

非　常　持　出　品　(例 )

　ライフライン (水道・ガス・電気など )が復旧するまでの生活品を準備し、
３日分を目安に用意しておきましょう！！

飲　料　水 １人１日３リットルが目安です。

生活用水、消火用水 浴槽や洗濯機に貯水しておくと良いでしょう。

燃　　　料 卓上コンロ、ガスボンベ、固定燃料があると重宝します。

非　常　食

かんぱん、缶詰、米、レトルト食品 (ごはん、おかず )など。
お年寄りや乳幼児用の食料品も用意しましょう (粉ミルク、お粥など )。
※割り箸、紙コップ、缶切り、栓抜き、ロウソク、懐中電灯、
　予備の電池、ラジオ、ナイフなどの用品もチェック。

そ　の　他
現金及び毛布、洗面用具等は必需品です。
また、やかん、バケツなども用意すると便利です。

北谷町の災害避難場所
１．広域避難場所
①北谷小学校　②北谷第二小学校　③北玉小学校　④浜川小学校　⑤北谷中学校　⑥桑江中学校　⑦北谷公園
⑧桑江総合運動公園　⑨北谷高等学校

２．大規模災害時避難所
①北谷小学校　②北谷第二小学校　③北玉小学校　④浜川小学校　⑤北谷中学校　⑥桑江中学校　
⑦北谷高等学校　⑧ちゃたんニライセンター　⑨雇用・能力開発機構沖縄センター　⑩北谷公園屋内運動場

３．災害弱者優先避難場所
①北谷町老人福祉センター　②保健相談センター　③北谷幼稚園　④北谷第二幼稚園　⑤北玉幼稚園
⑥浜川幼稚園　⑦町立謝苅保育所　⑧町立栄口保育所　⑨町立上勢保育所　⑩町立美浜保育所

４．小規模災害時避難所
①上勢区公民館　②桃原区公民館　③栄口区公民館　④桑江区公民館　⑤謝苅区公民館　⑥北玉区公民館
⑦宇地原区公民館　⑧北前区公民館　⑨宮城区公民館　⑩砂辺区公民館　⑪美浜区公民館　⑫上勢桑江児童館
⑬宮城児童館　⑭北玉児童館

※上記避難場所が記載された「北谷町防災マップ」は北谷町役場ホームページに掲載しております。
　また、各自治会でも配付しておりますので最寄の自治会までお問い合わせください。

５．一時避難場所
①上勢頭北公園　②上勢頭南公園　③桃原公園　④桃原東公園　⑤桃原西公園　⑥桑江公園　⑦砂辺第１公園
⑧宮城公園　⑨港公園　⑩北前第１公園　⑪北前第２公園　⑫北前第３公園　⑬安良波公園　
⑭砂辺屋外運動場　⑮砂辺馬場公園

６．災害時一時避難場所として協定締結施設
①ザ・ビーチタワー沖縄　②ジャスコ北谷店　③サンエーハンビータウン

お問い合わせ：北谷町役場　総務課　行政係　℡　９３６－１２３４（内線１２９）
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現金、権利証書、
預貯金通帳、
免許証、健康保険証

ラジオ
予備電池は多めに

懐中電灯、
(できれば一人に一個)
ろうそくなど

目薬、傷薬、胃腸薬、
絆創膏、包帯、抗生物質、
病人やお年寄りの常備薬

下着、上着、
タオル、紙オムツなど

かんパン、缶詰、
ミネラルウォーター



※
毎
週
月
曜
日　

休
館
日

　

22
日　

資
料
整
理
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29
日　

昭
和
の
日

４
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18

25

３
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17

24

７
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28

日 水月 金木火 土

４月 の休 館日

○印はお休みです
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１

８
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９
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23

30

５
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26

　北谷町立図書館は町内に住んでいる（住民登録をしている）方、町内に通勤・通学している方ならどなたで
も利用できます。利用申込書に必要事項を記入し、住所が確認できるもの（免許証・保険証など）を添えてカ
ウンターへお出し下さい。利用カードを作成します。（但し、在勤･在学の方は勤務証明・学生証が必要にな
ります。）又、すでに利用カードをお持ちの方は、４月以降の来館時に更新手続きが必要となりますので、詳
しくは職員にお尋ねください。
※利用カードを忘れた方への資料の貸出はできませんので、図書館へ来館するときは「利用カード」を忘れず

　にご持参下さい。

～はじめて図書館を利用する方へ～

今月のおはなし会
（場所 :おはなしのへや）

☆４月 10日 ( 土 )　午前 11 時～
　( 図書館ボランティア　ナルカ )
☆４月 17 日 ( 土 )　午前 11 時～
　（図書館職員）
☆４月 24日 ( 土 )　午前 11 時～
　( 図書館ボランティア　ナルカ )

登録者数 71 人

利用者数  2,887 人

貸出冊数 12,660 冊

２月の利用状況
( 開館日数  22 日 )

◎｢インスタントラーメンのひみつ｣　

望月 恭子 構成／田中 久志 漫画

◎｢海外赴任ガイド 2009年版｣　　　　　　　　 　ＪＣＭ 編

◎｢心拍音｣　　　　　　　　　　　　　　 　　山本 拓士 著

ご寄贈ありがとうございました

一 般 向 け

★｢池上彰の親子で新聞を読む！｣

池上 彰 著

★｢ほどほど掃除のしかた｣

辰巳 渚 著

★｢フライパンで一度にできる10分弁当｣

安部 剛子 著

★｢幕末維新の人物事典｣

ＰＨＰ研究所

★｢さくらの下のさくらのクラス｣

　　　  　宮川 ひろ 作

★｢どれにしようかな｣

つちだ のぶこ 作

児 童 向 け

★｢ファンム・アレース③｣ 香月 日輪 著 

★｢二メートル｣　　　　　　 横山 佳 著

新刊案
内

図書館だより
北谷町立図書館

TEL　９３６－３５４２

FAX　９３６－４５６７

郷 土 資 料
★｢永遠の詩 山之口貘｣ 　 山之口 貘 著 

★｢｢沖縄核密約｣を背負って｣ 後藤 乾一 著

中 ・ 高 校 生 向 け

視 聴 覚 資 料

【ＤＶＤ】

★ ｢カメジロー 沖縄の青春 ｣

★ ｢松本清張シリーズ ｣全１８巻

★ ｢慕情 ｣

第 52回　こどもの読書週間
４月２３日 (金 )～５月１２日 (水 )

標語「たんけんしたいな 本の森」
　４月 23 日は「子ども読書の日」として法律により定
められています。これは、国民の間に広く子どもの読書
活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが
積極的に読書活動を行う意欲を高めるために設けられた
ものです。

図書館講座　手作り教室
～エコクラフトで図書館バッグをつくろう！～

講師：島袋順子 氏

▲作業風景 ▲バッグ完成

2010.2/18・19・20・21
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住民課関係

保健衛生課関係

老人福祉センター

行事・教室ありんくりん

１(木)書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～老連囲碁クラブ14：00～　ギターサークル19：00～

２(金)健康体操教室9：30～　琉舞教室14：00～　民踊愛好会20：00～

３(土)

４(日)

５(月)
大正琴教室10：00～　民踊サークル10：00～
カラオケサークル13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

６(火)健康体操教室9：30～　太極拳教室10：00～カラオケサークル13：00～　古典音楽教室14：00～

７(水)レク指導者講習会10：00～箏曲教室14：00～　民謡教室14：00～

８(木)
グラウンドゴルフ講習会9：00～
書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
老連囲碁クラブ14：00～　ギターサークル19：00～

９(金)健康体操教室9：30～琉舞教室14：00～　民踊愛好会20：00～

10(土)

11(日)

12(月)
ゲートボール審判講習会8：30～
民踊サークル10：00～　歌声教室10：00～
カラオケサークル13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

13(火)健康体操教室9：30～　太極拳教室10：00～カラオケサークル13：00～　古典音楽教室14：00～

14(水)レク指導者講習会10：00～箏曲教室14：00～　民謡教室14：00～

15(木)
書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
社交ダンスサークル14：00～
老連囲碁クラブ14：00～　ギターサークル19：00～

16(金)健康体操教室9：30～琉舞教室14：00～　民踊愛好会20：00～

17(土)

18(日)

19(月)
大正琴教室10：00～　民踊サークル10：00～
カラオケサークル13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

20(火)健康体操教室9：30～　太極拳教室10：00～カラオケサークル13：00～　古典音楽教室14：00～

21(水)レク指導者講習会10：00～箏曲教室14：00～　民謡教室14：00～

22(木)
グラウンドゴルフ講習会9：00～
書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
社交ダンスサークル14：00～
老連囲碁クラブ14：00～　ギターサークル19：00～

23(金)健康体操教室9：30～琉舞教室14：00～　民踊愛好会20：00～

24(土)

25(日)

26(月)
ゲートボール審判講習会8：30～
民踊サークル10：00～　歌声教室10：00～
カラオケサークル13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

27(火)健康体操教室9：30～　太極拳教室10：00～カラオケサークル13：00～　古典音楽教室14：00～

28(水)レク指導者講習会 10：00 ～箏曲教室 14：00 ～　民謡教室 14：00 ～

29(木)昭和の日
ギターサークル19：00～

30(金)健康体操教室9：30～琉舞教室14：00～　民踊愛好会20：00～

満60歳以上の高齢者がイキイキと楽しい時
間と交流がもてるように各種教室・サーク
ルなどを行っています。
　　●お問い合わせ　℡９３６-３５２１

４月

学生のための学生納付特例制度

申請受付は４月から
　学生納付特例制度は、２０歳以上の学生で収入がなく、国民年金保険料
を納めることが困難な方が申請でき、日本年金機構沖縄事務センターで承
認されると年度末(３月)までの納付が猶予され、本人が社会人になってか
ら保険料を納めることができる制度です。猶予された期間の保険料は、
１０年以内であればさかのぼって納める(追納)ことができます。(３年目か
らは、当時の保険料に加算がつきます。)
　猶予され追納しなかった期間は、老齢基礎年金の受給資格期間には算入
されますが、年金額の計算には算入されません。また、学生納付特例期間
中に初診がある病気やケガで障害になった場合、受給資格があれば障害年
金が受給できます。

対 象 者：①２０歳以上の学生で前年の所得が１１８万円以下の方。
　　　　　②大学(大学院)・短大・高等学校・高等専門学校・夜間・定時
　　　　　　制過程・通信制過程・専修学校・各種学校(修業年限が１年以上)
　　　　　　※ただし、一部対象校でない学校もあります。
申請場所：北谷町役場　住民課　国民年金係
申　　請：原則として毎年申請が必要です。
手続きに必要な書類
　　　　　①学生証(コピー可)または在学証明書・年金手帳
　　　　　②印かん(本人が署名する場合不要)　
　　　　　③雇用保険受給資格者証・雇用保険被保険者離職票
　　　　　　(会社等を退職されて学生になられた方のみ)

お問い合わせ：北谷町 住民課 国民年金係　℡ 936-1234 ( 内線 241・242)

平成２２年４月から家庭ごみの分別 ･排出方法の一部を変更いたします！
◎主な変更予定及び注意内容

①「有害ごみ」の新設
　水銀が使用されている体温計、血圧計、温度計などがこれに含まれます。
　また、ライターや蛍光灯もこの「有害ごみ」に含まれます。
　ライターはガスを抜いて、蛍光灯は厚紙などで包んでから「透明袋」に入れて出
　してください。（蛍光灯は購入した際の包み箱に入れて出すこともできます。）

※「広報ちゃたん」２月号・３月号では、「危険ごみ (仮）」と記載していましたが、
　当町と倉浜衛生施設組合を運営している沖縄市・宜野湾市と合わせて「有害ごみ」
　という名称に決定しました。また、「広報ちゃたん」２月号・３月号では、刃物類
　や割れ物が含まれていましたが、沖縄市・宜野湾市と分別方法を統一するため、
　「燃やせないごみ」での収集へと変更いたしました。町民の皆様へ混乱を招いて
　しまい誠に申し訳ございません。

②「粗大ごみ (申し込み制 )」を指定ごみ袋を使用して出す場合は、「可燃性」と「不
　燃性」の物を混ぜないで出す。
③粗大ごみの一部 (傘 ･鍋など )を ｢燃やせないごみ ｣へ移行させる。
④資源ごみ「古紙類」について、品目ごとに分けて出すことを徹底し、混在をなくす。

※電池の出し方について
電池は種類によって町で回収できないものがあります。
排出する場合、しっかりと種類を確認して出しましょう！！
また、回収できない電池は、リサイクル協力店や購入店舗にご相談ください。

お問い合わせ：北谷町役場 保健衛生課 環境係　℡ ９８２－７０３３ 

マンガン電池・アルカリ電池

回収できるもの

充電式電池 (ニカド ･ニッケル水素 ･リチウムイ
オン ･小型シール鉛蓄電池など )・ボタン形電池

回収できないもの

◎その他、下記の３つが大きな変更点です。
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お知らせ

募集 北谷町人間ドック受診者募集

日　　時：平成22年５月10日(月)　午前８時30分から11時30分
場　　所：北谷町役場 レセプションホール
対　　象：

受診機関：･中部地区医師会立成人病検診センター　 ･翔南病院
　　　　　･中部徳洲会病院　　･ちばなクリニック

※前年度人間ドックを申し込まれ受診された方は受付いたしません。
　②の保険加入者で加入されている医療保険にて人間ドックの受診
　が可能な方は受付いたしません。受付は定数に達ししだい終了い
　たします。受付日にて定数に達しない場合は、保健衛生課 国民
　健康保険係窓口にて受付いたします。
　詳細は、４月下旬頃各家庭に配布される人間ドック受診申込書を
　ご覧ください。また、保健衛生課 国民健康保険係及び保健相談
　センターにて申込書をご用意しています。　　　

●お問い合わせ：北谷町役場 保健衛生課　℡936-1234 (内243)

納期 ４月は固定資産税の第１期の納期です！

 ４月になりました。４月は固定資産税の第１期の納期です。固
定資産税は、その年の１月１日（賦課期日）に土地、家屋、償
却資産（これらを総称して「固定資産」といいます。）を所有し
ている人にその固定資産の所在する市町村が課税をします。
　固定資産税は、所得の有無にかかわわらず、資産価値に応じ
て毎年経常的に課税される物税であり、道路整備や下水道整備
などといった行政サービスの対価、行政サービスの費用を支え
ている町の基幹税です。
　固定資産税の納付は、町長から通知を受けた税額を、通常、
４月、７月、１２月、翌年２月の４回の納期に分けて行います。
　納期限内に税金を納めないと、税額に合せて延滞金も納めて
いただくことになります。

※固定資産税第１期の納期限は４月３０日です。

お問い合わせ：北谷町役場 税務課 ℡ 936-1234（内線 195）

　介護事務管理士の資格を活かした職に就きたい女性を対象と

した講習を開催します。

●内容及び受講資格　

  ・介護事務管理士の資格取得を目指す

  ・就業の意志のある女性で、習得した資格を活かした職に就きたい方

　  (現在仕事に就いている方、学生、新卒、妊婦の方を除く)

●講習期間　４月21日(水)～５月14日(金) 月･水･金 ９時～15時

●場所　ちゃたんニライセンター(講座室１、講座室２)　　　

●定員　２０名

●経費　１５，６００円(検定料、テキスト代含む)　

●受付　４月１２日(月)･１３日(火)

　　　　９時～１６時(１１時３０分～１３時を除く)

　　　　労政・女性就業センター(沖縄相談所)　コリンザ２階

●選考(筆記試験･面接) ４月１５日(木) ちゃたんニライセンター

●お問い合わせ 労政･女性就業センター(沖縄相談所)℡ 934-6607

募集
平成２２年度技術講習 ｢介護事務 ｣

受講生募集

年齢 35 歳以上の町民 受診助成額

①国民健康保険加入者　　　　420名 20,000 円

②国保以外の医療保険加入者　 80名 15,000 円

縦覧
土地及び家屋価格等

縦覧帳簿の縦覧について
縦覧期間：4月1日(木)～4月30日(金)

　　　　　午前8時30分～午後5時15分

　　　　　※土･日、祝日を除く。

縦覧場所：北谷町役場１階 

　　　　　税務課 資産税係

縦覧できる方

　北谷町内に土地･家屋を所有する納税者

必要なもの

　本人：印鑑と身分証明書

　　　　(免許証、保険証、納税通知書など)

　代理人：委任状、代理人の印鑑と身分証明書

お問い合わせ

　税務課 資産税係 ℡ 936-1234 (内線193)          

募集
第８回

北谷町民ゴルフ大会
　今年も町民が一堂に会し、親睦と融和を
深めていただく「第８回北谷町民ゴルフ大
会」を下記の通り開催いたします。
開催日時：平成22年4月20日(火) 11：48～

開催場所：沖縄ロイヤルゴルフクラブ
申込場所：沖縄ロイヤルゴルフクラブ
　　　　　℡ ９６４－２８１１
参 加 料：８，９８０円・食事券付
　　　　　(会費･プレー費･キャディーなし)
　　　　　１０，９８０円･食事券付
　　　　　(会費･プレー費･キャディーあり)
お問い合わせ
北谷町民ゴルフ大会実行委員会
℡ ９３６－２１００

変更 乳幼児医療費助成制度
対象年齢の引き上げについて

　平成 22 年度より ｢ 北谷町乳幼児医療費
助成 ｣ は ｢ 北谷町こども医療費助成 ｣ へと
名称が変更になり、入院の対象年齢が ｢ 中
学校卒業まで ｣に引き上げられます。

助成内容 対象年齢

通　　院 小学校就学前まで

入　　院
(食事療養費も含む)

小学校就学前まで
※６歳になった年度の末日まで

助成内容 対象年齢

通　　院 小学校就学前まで

入　　院
(食事療養費も含む)

中学校卒業まで
※15歳になった年度の末日まで

平成２２年３月まで

平成２２年４月から

※詳しくは下記までお問い合わせ下さい。

お問い合わせ：北谷町役場 子ども家庭課

　　　　　　　℡ 936-1234 ( 内線 252)
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お知らせ

●２月１日
　伊波　興信　様
　故 伊波 ノブ子 様の香典返し　
　１００, ０００円（町社協へ）
●２月１２日
　比嘉　政和　様
　故 比嘉 和子 様の香典返し
　５０, ０００円（町社協へ）
●２月２２日
　東宝タクシー共済会
　会長　高江洲　昌徳　様
　会員より会費を募り寄附 
　５０，０００円（町社協へ）
●２月２４日
　森山　朝信　様
　寄附として
　５, ０００円（町育英会へ）

　

２
月
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日(

土)

、
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縄
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５
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た
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は
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震
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日
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。
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）
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ご芳志ありがとうございました

＊＊＊　寄　附　＊＊＊

救急出場状況
平成２２年２月

ニライ消防本部

北　谷 嘉手納 読　谷

火　　災 ０ ０ ０

自然災害 ０ ０ ０

水　　難 ２ １ ０

交　　通 ７ １１ ３

労　　災 １ ０ ２

運動競技 ２ １ ０

一般負傷 １２ １７ １４

加　　害 ０ １ １

自損行為 ５ １ ３

急　　病 ４８ ５６ ６１

そ の 他 ３ １ １

転　　院 ２ ３ １８

月 件 数 ８２ ９２ １０３

年 累 計 １９７ １８３ ２１２

■救急・火災時は
TEL 119
■消防に関するお問い合わせ
TEL 936-3721　FAX936-9076

平成 22 年 2 月 28 日現在
人　口　27,334 人 （-23）
　男　　13,185 人 （-11）
　女　　14,149 人 （-12）
世帯数　10,312 世帯（+1）
(　) 内は前月との比較

募集
日本非核宣言自治体協議会

｢親子記者事業 ｣の参加者募集
　８月９日 (月 )の長崎原爆の日に親子での取材をとおして、原爆や平和につ
いて考えてみませんか。
対　　象：町内にお住まいの小学生とその保護者で、平和・原爆・核兵器廃絶
          などに関心をお持ちの方。
実施機関：平成２２年８月８日 (日 )～１１日 (水 )( 長崎市泊３泊４日 )
応募先・問い合わせ
〒 852-8117 長崎市平野町７番８号　長崎市平和推進課内
日本非核宣言自治体協議会事務局　℡ 095-844-9923
※応募は１通につき１組のみとなります。
※詳しくは当協議会ホームページ (http://www.nucfreejapan.com)、又は北谷
　町役場ホームページ (http://www.chatan.jp/yakuba/) をご覧下さい。
※応募者多数の場合は５月２５日協議会の総会において、抽選を行い発表は当
　選者にのみはがき又はメールにて通知いたします。
締め切り：平成２２年５月１０日 (月 ) 当日消印有効

人権・行政
町民無料法律相談

※相談は無料、秘密は守られます。

相談

毎月第３木曜日
10 時～ 12 時　13 時～ 16 時
北谷町役場 1階レセプションホール

　戦争による余りにも大きすぎた代償を払って得た歴史的教訓が、現在
の平和憲法の基本理念となっています。
　私たちは戦争によってもたらされた悲惨な体験による不戦の教訓を、
風化させることなく次世代に正しく継承しなければなりません。
　本町は、日本国憲法の理念を暮らしの中に取り入れながら、町民が日
本国憲法を身近なものとして考えることを目的として憲法講演会を実
施し、みなさんと共に憲法について考えていきたいと思います。
　皆様のご来場をお待ちしています。　
●開催日時：平成２２年４月２２日 ( 木 )、開演 午後７時００分　
●開催場所：ちゃたんニライセンター ( カナイホール )
●講　　師：井端　正幸  氏（沖縄国際大学　法学部教授）
●演　　題：｢ 歴史の中の日本国憲法」
●対　　象：一般住民
●お問い合わせ：北谷町役場 町長室 ℡ 936-1234 ( 内 171)

催し 憲法講演会

催し
北谷町町制施行３０周年記念

ベスト オブ クラシック
日時：平成２２年４月２４日 (土 )
　　　開場：午後２時１５分
　　　開演：午後３時
　　　終演予定：午後５時
会場：ちゃたんニライセンター
　　　(北谷町字桑江４６７番地の１)
　　　℡　９３６－３４９２
出演：ピアノ　仲道　郁代
入場：入場は無料ですが、事前のお申し込みが必
　　　要です。観覧ご希望の方は郵便往復はがき
　　　でお申し込み下さい。
お問い合わせ：NHK 沖縄放送局 ℡ 865-3621

公 開 録 音

※ ご応募の際にいただいた個人情報は抽選結果のご連絡のほか受信料のお願い
　に使用させていただくことがあります。
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たんゃ の人口ち たんゃ の人口ち
今月は15日(木)です。

●国勢調査の調査員募集！
　平成22年10月１日全国一斉に国勢調査が実施されます。北谷町では、国勢調査に従事する
調査員を募集しています。調査期間は９月中旬～10月中旬です。
応募方法：｢平成22年国勢調査 調査員申込書｣に必要事項を記入の上、下記までご提出下さい。
お問い合わせ：北谷町役場 企画財政課 統計担当　℡　936-1234（内線163）



上勢区ボウリング大会
　去る２月１４日 ( 日 ) に、

上勢スポーツクラブ主催の

「上勢区ボウリング大会」

が開催されました。年に１

度行われるボウリング大会

ですが、毎年１００名を超

す区民の参加で今年も大賑

わいでした。２ゲーム楽しんだ後には、男・女別・小学

生の部と３部門の１位から３位までの表彰式やラッキー

７賞、当日賞、ブービー賞、

跳び賞とたくさんの景品が

用意され、それぞれ景品を

手に「また、来年会いまし

ょうね！」、「いい汗を流せ

たね！」とうれしそうな笑

顔がすてきでした。

｢ 安全なまちづくり総合対策 ｣優秀警察署表彰

　１月２２日 ( 金 )、沖縄警察署にて「安全なまちづく

り総合対策」優秀警察署表彰式が行われました。

　犯罪を減らして安全・安心な沖縄県を実現するため、

県警察の総力を挙げて推進している ｢安全なまちづくり

総合対策 ｣や ｢ちゅらさん運動 ｣等の取り組みについて

優秀な成績を収めた警察署に対して表彰が行われるもの

で、警察署協議会長及び ( 財 ) 沖縄県防犯協会連合会長

より沖縄警察署長に表彰盾が授与されました。

水難救助艇の購入
　ニライ消防では水難救

助艇として、和船１艇、水

上バイク２艇をもって、水

難事故に対応しています。

水上バイクはその機動力

の高さから、救助、捜索活

動に優れた効果を発揮で

きていると言えますが、和船に関しては、船体、船外機の老

朽化から、荒天時等の出動に関しては非常に不安がありまし

た。

　そこで、この問題を解消するため代替船が検討され、平成

21 年度水難救助艇（和船）購入事業で購入、その運用を 3

月 8日より開始しています。これによりこれまでの不安点が

解消され、広範囲な捜索や流れがある海域での水難救助活動

が効率良く、安全に行うことができるようになりました。

　今後ともニライ消防は住民の生命・身体・財産を守るため

に事業を進めていきます。

ペットボトルのフタ贈呈

｢ニライの里 ｣精米機器を導入
　｢ ニライの里 ｣ では、

財団法人ＪＫＡより交付

決定をうけ、精米機器の

整備をすすめていました

が、このたび国体道路沿

いの町有地へ県の補助金

により建物を建て、精米

機器を設置しました。

　当面は、美味しい精米ができるよう利用者、職員ともに訓

練し、四月より本格的な販売を開始していきたいと思ってい

ます。

　｢ニライの里 ｣は、今後精米事業を展開していくなかで、

利用者の職業訓練と工賃のアップを図ると同時に、町民へ安

くて美味しいお米をお届けしていきたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。

　１２月２１日 (月 )、宮

城児童館のエコクラブが

ＱＡＢを訪問し、ペット

ボトルのフタを贈呈しま

した。

　ペットボトルのフタは

６万個にもなり、児童館

利用児童、他児童館、地域の方々、町立４保育所 ･ 支援セ

ンター、ニライセンターの協力により７カ月で集められま

した。

　贈呈する際には、ゴムパッキン付き、ゴムパッキン無し

をより分けし、エコクラブで数えたり量る作業をしました。

汚れていてもリサイクルできないため、子ども達は仕分け

をしたり、洗ったり、計量したりと頑張っていました。

　エコクラブの皆様、お疲れ様でした。

上勢区広報通信員　荻堂　三恵子

ニライ消防本部　岐間　健二

ニライの里　桑江　常和

　平成２２年度プロ野球
最初のオープン戦となっ
た、中日ドラゴンズ VS
東京ヤクルトスワローズ
の試合が２月２０日（土）
に北谷公園野球場で開催
されました。
　約３，７００名の観客が見守る中、最初に北谷ドラゴ
ンズによるエイサーが行われ、多くの観客を楽しませた
後、北谷ドラゴンズの仲嶺真君が始球式を行いました。
　試合は両チームとも連打やホームランが飛び出し、最

終回までもつれこむ息の
詰まる白熱した試合とな
るも、５対５の引き分け
となりました。
　今年こそ中日ドラゴン
ズが日本一に返り咲ける
ように北谷町を挙げて、
応援していきましょう！

球春到来！中日ドラゴンズオープン戦
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